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コロナ騒ぎが終息を見せずにいます。夏休みを通して多くの問題点が浮かび上がりました。利用者の特性でどうし

ても「蜜」にならざるを得ない問題点を少しでも回避すべく、引っ越しを機に「設立当初から計画していた光と音

の空間」に着手し遊びのエリアを重視しながらも職員の目が届くような設計を試みました。しかし想定外の遊び方

をする利用者を前にして「なるほどそう来るか！の連続」その都度作っては壊しの繰り返しですがそれもまた楽し

いものです。落としどころが決まるまでまだまだ時間がかかります。

食堂（予備）で使用していたホールをメイン支援室にし、空間

全体として４倍に変更し蜜を回避しています。床暖房、高い天

井、換気口など設置されていますので快適空間となっていま

す。また今どきのお子様向けにネット環境を整備しました。

「ハード面でおんぷの理念を具現化しています」
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＊イラストや様の素材使用させていただいております。

★特に力を入れた場所です。床面から脳幹に響く低音（８０㎐）

を強調した独自設計した音響システムを設計施工、部屋中を駆け

巡る「癒し」「安らぎ」のサラウンドシステムとしました。また

音と反応する光の空間として「リラックス癒しを体感できる」場

として活躍しています。またミニシアター、ブラックライトシア

ターを併設しています。

反対側には揺らぎの道具、ピアノ等の楽器を配置しています。

★食事介助をするにあたり

蜜を避けるために「２人に１

脚」を目指しテーブルを追加

した食堂エリア、また宿題エ

リアにも使用中です。

★アクティブコーナー。

トランポリンの他、ぐるぐるブ

ランコとメイン利用と喧嘩しな

いよう増設。光、音楽もメイン

部屋同様（通常版）に設置して

います。

★ホームページアップが間に合わないための「広報誌」としての増刊号です。

「おんぷ支援室のレイアウト、機能そして支援体制を変更してます！」

コロナ騒ぎを受け、以前より勘案であった支援室の増設をしています。
当初の設立理念に戻り、「できる能力を生かして更なる成長を見守
る。」ことに立ち返ります。障害児へのアプローチの手法はたくさんあり
ますが、現利用者様の受け入れ態勢を考慮し
おんぷは「音・光・野外活動」を行ない「職員（人）
と多くかかわる」ことで利用者様成長を促す手法
に立ち返ります。



コロナ騒ぎですが、先が読めずに半年が過ぎました。その中でもおんぷとしてできうる限りの支援を行ってきました。本来「せっかくのホームページ」皆様がいつでも見れる状態で発信しなければいけませ

んでしたが、日々の支援に追われできずじまいでした。支援室の改修を機に、今回はたまりにたまった「イベント状況、思い出写真」で表情がよかったベスト盤を掲載いたしました。順不同ですがお楽しみ

ください。

★パンつくり！

＊今思えばあの騒ぎは何だったんでしょうか？自粛中たくさ

んパンを作りみんなで食べましたね！さらに「うどん」にも

挑戦しました。買い占めた粉たくさん残っています（笑い）

★タケノコ堀＆タケノコご飯

＊今年は豊作でした、頑張って掘ってきては「畑の釜」であく抜きしては

「炊き込みご飯」を作って楽しみました。下の写真は稲刈りの様子です。

★あまびえ様関連グッズ作り

プラバンもはやりましたね！売り切れ続出でした。あまび

え様も鬼滅にその座を追われてしまいしました・・

＊ブラックライト遊びで蛍光塗料でお化けを書きました。

＊ソラマメ、ジャガイモから始まり、

いちご狩り、田植え、夏野菜を種から

栽培しました。半年順次収穫して食べ

ました。

★牛乳いただきました。
＊コロナで学校給食の食材が廃棄！とならないよう牛乳の組合様か

らたくさんの牛乳を無償配布していただきました。そこでおんぷで

は「プリン」をはじめケーキ、シチューなどに加工して大切にいた

だきました。

＊オイル、ガラス工芸、陶芸、裁縫など楽しみながら自粛生活をしてました。

＊夏休み後半戦はやはり猛暑となり水遊び

の毎日でした。ミニ夏祭りを行いゲーム大

会など行いました。

＊蜜を避けながら、海山川とアドベンチャータイムを過ごしまし

た。ピクニックにも出かけランチをしました。山中湖・夕日の滝・

海遊び、川遊びの様子です。魚とりにも何度も行きました。

＊餅つき・どんと焼き


